
学問基礎（森） 06 2018-10-22

1. 立方体の地球 以前、火星探査計画にちょっとだけ絡んだ
ことがありました。最適な惑星探査機は、確
かにあのような形ではありませんね。

まさに、ビデオの後半のテーマの
一つです。ただし、地球に宇宙人が
来たとき、縄文時代と、江戸時代と
現代とでは違って見えるはずです。
文明の段階で違って見えるでしょう。
だから、必ずしも進んでいるかどう
かはわかりません。

私たちが私たちでいられるのは今の地球の形が
あるからですね！ありがたいことです。

ビデオの後半を作るとき、生物学者の先生が
「私たちは地球型の生命しか知らない」とおっ
しゃっていました。全然違う生物が生まれるかも。

とてもいい指摘です。小惑星
「イトカワ」は、いびつな形でし
たが、大きな惑星は基本的に丸く
なります。

そこは考えないことにする点ですが、あえて考えると、人類が宇宙に英知を示すために人工的に作ったと
考えればいいと思います。（実現できるかも定かではありませんが。）

いい発想です。ただ、昔の人は重力を知らなかったから平らだと考えた、という側面もあります。

2. 地球が丸いとわかる理由

ですよね。普通そうだと思います！

まさにそこです！
地球が丸いなんて、
突拍子もない、奇想
天外な、常識外れの
考えだったに違いあ
りません！

だから、私たちが常識だ
と思っていることが、まだ、
間違いだったりするかもし
れません。それに世界は問
題や困難に満ちています。

常識を打ち破って、みんなで問題や困難を解決していきませんか？

道具や能力の限界を口実にしてい
ないだろうか、というのは、時々私
も自問します。見習うべきです。



3. 発想法（極端なことを考える）
立方体地球については、うまくいったから話

にまとめたのです。同じようなことをしてもら
う、ということではなく、何か極端なことを考
えてみましょう、と単に考えてください。

状況の変化を嫌うからこそ、他の人が考えら
れないようなことを考えることで、新たな視点
が得られるのではないでしょうか。

それは、子どもの発想ともいえると思います。

常識を取り払って色々考えると、
いいアイデアが生まれそうですよ。

人間が人間らしいのは、正に、脳を使って
いるからです。使わなかったらもったいな
い！その通りです。

間違いないと思います！

４. その他 いい指摘です！実際、ガリレオは作ろうとしたようです。しかし、晩年、失明していた
ので、実現しなかったようです。

他の話と結び付けられまし
たね！理解が深まることです
から、色々な話と結びつけて
考えてください！

別の機会に、思考のシンクロにつ
いてお話しするでしょう。シェルド
レイクの有名な実験があります。

そもそも、「宇宙の形にど
んな形がありうるか」に関連
した「ポアンカレ予想」とい
う数学上の有名な問題があり
ます。（あるそうです。）

全くその通りです。
今、田舎ではお店がな
くなって、特にお年寄
りが困っているそうで
す。なぜそうなったか。
それは田舎にあったお
店で買う人が少なかっ
たからです。同じ流れ
で色々な問題を考える
ことができます。皆さ
んも考えてみてくださ
い！


